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(1) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り
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菩
提
山
永
巌
寺
山
門

一
、
雪
峰
大
覚
の
出
自
と
裸
雪
峰
の
由
来

石
巻
市
羽
黒
町
菩
提
山
永
巌
寺
の
第
八
世
雪

峰
大
覚
は
俗
に
裸
雪
峰
と
呼
ば
れ
て
、
市
民
に

は
親
し
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
出
自

に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
が
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。

従
来
、
雪
峰
大
覚
に
つ
い
て
の
市
民
の
理
解

は
、
佐
藤
露
江
氏
の
編
集
に
な
る
『
石
巻
市
史
』

の
記
述
に
よ
っ
て
い
る
。
現
在
、
刊
行
中
の

『石

F
り

巻
の
歴
史
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
佐
藤
露
江
氏

の
論
説
を
一
歩
も
出
る
も
の
で
な
い
し
、
し
た

が
っ
て
、
裸
雪
峰
と
し
て
の
雪
峰
大
覚
の
謎
は

依
然
と
し
て
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
私
が
平

成
六
年
度
の
石
巻
市
文
化
財
調
査
の
一
環
と
し

て
、
雪
峰
大
覚
を
調
査
し
は
じ
め
て
、
次
の
三

つ
の
雪
峰
大
覚
に
関
係
す
る
出
自
の
資
料
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

m
r石
巻
市
史
」

雪

峰

大

覚

唐
の
人
。
洒
脱
の
禅
僧
に
し
て
時
々
衣
を

棄
て
て
民
衆
の
中
に
入
り
て
世
論
を
聞
き
、

ま
た
は
説
法
し
た
の
で
、
人
呼
ん
で
裸
か
雪

峰
と
呼
ん
だ
。
書
画
を
良
く
し
、
自
ら
刻
し
、

今
猶
幾
多
の
遺
墨
墓
碑
の
名
筆
を
残
し
て
い

る
。
一
石
一
字
の
般
若
理
趣
文
経
の
卒
籠
も

り
不
動
尊
を
作
っ
て
、
堂
宇
を
建
て
、
大
黒

天
を
彫
刻
す
る
等
遺
品
多
く
、
雪
峰
の
書
は

今
猶
世
上
尊
重
さ
れ
て
い
る
が
最
後
に
雪
峰

庵
を
建
て
た
。

尚
雪
峰
は
宝
暦
十
年
十
二
月
、
弟
子
の
天

外
別
伝
和
尚
（
当
時
九
世
）
と
共
に
坐
定
に

入
り
釈
尊
成
道
の
日
八
日
、
師
弟
相
並
ん
だ

ま
ま
坐
脱
大
寂
に
入
っ
た
。
生
涯
を
通
じ
て

奇
言
奇
行
に
富
み
世
に
も
傑
出
し
た
禅
僧
で

あ
っ
た
。

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

佐

藤

雄

平
成
六
年
度
文
化
財
調
査
報
告

平
品
峰
関
係
資
料
調
在
報
告
（

一

雪
峰
大
覚
と

雪
峰
庵
跡 、、-

＊

不

動

堂

胡
同
古
佛
を
第
八
世
雪
峰
和
尚
代
勧
請
さ

れ
た
も
の
で
、
本
蒋
坐
像
八
尺
作
者
不
明
。

堂
の
扁
額
は
雪
峰
の
雄
渾
な
書
で
あ
る
。

②

r
仙
台
人
名
大
辞
書
」

雪

峰

大

覚

牡
鹿
郡
石
巻
裏
町
字
八
津
澤
曹
桐
宗
永
巌

寺
第
八
世
。
常
陸
の
人
。
初
め
払
を
上
州
伽

葉
山
に
乗
り
、
道
風
遠
近
に
振
る
う
。
僧
衆

其
の
能
を
嫉
み
、
設
奸
交
々
至
る
。
遂
に
職

を
解
き
法
衣
を
脱
し
、
自
ら
脱
衣
道
人
と
号

す
。
而
し
て
勤
行
愈
励
む
。
世
を
避
け
て
江

戸
深
川
に
住
す
。
時
に
戯
画
を
作
る
。
融
洒

軽
妙
世
に
器
星
せ
ら
る
。
永
巌
寺
七
世
刹
東

請
う
て
嗣
と
な
す
。
固
辞
再
三
遂
に
其
の
法

を
嗣
ぐ
。
享
保
年
中
、
新
た
に
不
動
銅
像
長

一
丈
二
尺
及
び
十
大
仏
像
を
罹
く
。
今
尚
微

◀
永
巌
寺
不
動
堂1
 

存
す
。
臨
終
に
際
し
後
事
を
遺
言
す
。
九
世

天
外
枕
を
擁
し
て
曰
く
、

師
荀
も
終
わ
ら
ば

弟
子
亦
殉
ぜ
ん
と
。
乃
ち
方
丈
に
入
り
て
洗

沐
衣
を
整
え
、
両
師
同
日
同
刻
端
然
坐
化
す
。

実
に
宝
暦
十
年
八
月
二
十
二
日
な
り
と
い

゜

A

つ③
r
近
世
高
僧
墨
蹟
目
録
」

大

覚

雪

峰

そ
の
郷
貫
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
法
を
徳

翁
良
高
の
法
嗣
、
百
旬
悟
融
に
嗣
ぎ
、
陸
前

永
巌
寺
（
第
八
世
）
、
上
野
龍
華
院
（
第
二

十
四
世
）
に
住
し
た
。
宝
暦
十
一
年
示
寂
。

世
壽
不
詳
。
下
総
東
昌
寺
黙
山
と
龍
華
院
雪

峰
と
が
関
三
刹
の
一
で
あ
る
聰
寧
寺
を
相
手

ど
っ
て
起
こ
し
た
訴
訟
事
件
で
前
後
十
年
の

係
争
の
後
、
黙
山
、
雪
峰
は
敗
訴
と
な
っ
て
、

脱
衣
追
放
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
世
に
「
脱
衣
雪
峰
」
と
称
さ
れ
た
。

天

高

群

象

秀

前
華
葉
雪
峰

こ
の
雪
峰
大
覚
に
関
す
る
三
つ
の
記
述
を
総

合
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
雪
峰
大
覚
は
常
陸
の
人
で
、
初

め
上
州
伽
葉
山
の
二
十
四
世
と
し
て
、
そ
の
道

風
遠
近
に
ふ
る
い
、
そ
の
学
は
大
い
な
る
も
の

が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
享
保
二
十
年
（
一
七

三
五
）
に
曹
洞
宗
の
大
本
山
総
持
寺
に
お
い
て
、

「
通
幻
四
箇
道
場
論
争
」
な
る
事
件
が
起
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
論
争
は
、
総
持
寺
の
基
盤
を

ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
た
二
代
峨
山
紹
碩
の
法

脈
を
継
ぐ
五
人
の
中
で
特
に
勢
力
の
強
か
っ
た

通
幻
寂
霊
が
一
生
の
う
ち
に
御
開
き
に
な
っ
た

四
つ
の
寺
に
つ
い
て
の
論
争
で
あ
る
。
す
な
わ 書
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ち
、
通
幻
寂
霊
が
開
い
た
四
ケ
寺
は
、
総
持
寺

内
の
五
院
の
一
っ
で
あ
る
妙
高
庵
、
摂
丹
境
の

永
沢
寺
、
越
前
の
竜
泉
寺
、
同
じ
く
聖
興
寺
で

あ
る
と
す
る
の
が
、
通
説
で
あ
り
、
も
と
も
と

こ
の
説
が
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
聖
典
寺
で
は

な
く
下
総
の
総
寧
寺
で
あ
る
と
す
る
主
張
が
出

さ
れ
、
両
者
が
は
げ
し
く
対
立
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
論
争
が
幕
府
へ
訴
え
ら
れ
、

裁
断
を
あ
お
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
事
件
は
単
に
聖
興
寺
か
総
寧
寺
か
と
い
う
単

純
に
は
片
づ
か
な
い
問
題
を
か
か
え
て
い
た
。

当
時
、
徳
川
幕
府
は
関
東
の
曹
洞
宗
を
ま
と

め
て
三
つ
の
僧
録
に
管
理
統
制
さ
せ
る
制
度
を

栴
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
つ
の
僧
録
と
は
下

総
の
総
寧
寺
、
下
野
の
大
中
寺
、
武
蔵
の
竜
穏

寺
で
あ
り
、
こ
れ
を
関
三
刹
と
言
っ
た
。
通
幻

四
箇
道
場
論
争
の

一
方
は
、
こ
の
関
三
刹
の
筆

頭
の
地
位
を
占
め
る
総
寧
寺
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
一
方
、
聖
興
寺
が
正
し
い
と
主
張
す
る
の

は
、
下
総
の
東
昌
寺
黙
山
元
轟
と
上
野
沼
田
竜

華
院
の
雪
峰
大
覚
の
二
人
で
あ
り
、
当
時
彼
は

寺
社
奉
行
に
栄
進
し
て
い
た
。

総
寧
寺
の
主
張
は
成
立
し
得
な
い
の
だ
が
、

何
と
い
っ
て
も
僧
録
の
筆
頭
で
あ
る
と
い
う
時

の
権
威
も
あ
っ
て
、
大
本
山
総
持
寺
も
総
寧
寺

に
有
利
な
証
言
を
し
た
の
で
、
幕
府
も
総
寧
寺

の
言
い
分
を
擁
護
す
る
立
場
を
取
っ
た
の
で
、

到
頭
雪
峰
、
元
轟
は
敗
訴
し
て
し
ま
う
。
時
に

延
享
元
年
（

一
七
四
四
）
、
訴
訟
が
始
ま

っ
て

か
ら
十
年
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
裁
定
を

下
し
た
の
が
名
奉
行
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
大

岡
越
前
守
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
裁
定
に
対
し
て
、
雪
峰
、
元
轟
の
二
人

は
、
こ
の
間
違
っ
た
裁
定
に
対
し
て
、
宗
門
の

法
を
守
る
た
め
に
決
し
て
自
分
達
の
主
張
を
ま

げ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
幕
府
は
こ
の
よ
う
な

態
度
を
と
っ
て
い
る
二
人
に
対
し
て
、
公
儀
の

裁
許
に
違
背
す
る
と
い
う
こ
と
は
許
し
が
た
い

と
あ
っ
て
、
法
衣
を
剥
い
で
追
放
処
分
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
と
言
う
。

追
放
と
い
っ
て
も
住
持
職
を
取
り
上
げ
ら
れ

た
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
武
蔵
、

山
城
、

摂
津
、
和
泉
、
大
和
、
肥
前
、
東
海
道
筋
、
木

曽
路
筋
、
下
野
日
光
道
中
、
甲
斐
、
駿
河
、
下

総
各
国
の
お
構
え
の
場
所
堅
く
、
徘
徊
つ
か
ま

つ
り
ま
じ
く
」
と
あ
っ
て
、
立
ち
入
り
を
止
め

ら
れ
た
地
域
は
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
お
り
、

そ
の
処
分
は
厳
し
さ
と
峻
酷
を
極
め
た
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
裸
雪
峰
と
い
わ
れ
る
謂

わ
れ
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
幕
府
の
こ
の
裁
定
に
対
し
て
、
雪

峰
、
元
轟
の
弟
子
達
は
、
幕
府
の
片
手
落
ち
な

処
置
に
対
し
て
、
愁
訴
歎
願
の
形
で
は
あ
っ
た

が
、
政
道
の
理
不
尽
な
裁
定
を
指
弾
し
続
け
る

と
い
う
行
動
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

幕
府
も
放
置
も
出
来
な
い
し
、
見
過
ご
す
こ
と

も
で
き
な
い
と
い
う
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
幕
府
は
大
本
山
総

持
寺
に
対
し
て
も
出
府
を
命
じ
、
前
の
決
定
を

く
つ
が
え
す
わ
け
に
も
行
か
な
い
な
が
ら
、
両

方
共
に
、
証
拠
に
な
る
べ
き
も
の
も
実
は
な
い

の
だ
と
い
っ
た
こ
と
に
し
て
、
宝
暦
二
年
（
一

七
五
一
）
か
ら
三
年
に
か
け
て
再
吟
味
を
重
ね

た
結
果
、
つ
い
に
追
放
赦
免
の
こ
と
が
決
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

追
放
処
分
を
う
け
た
後
の
雪
峰
大
覚
は
江
戸

深
川
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
永
巌
寺
七

世
刹
東
普
界
に
請
わ
れ
て
永
巌
寺
八
世
と
な

っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
稲
井
大
瓜
の
休
石
に

雪
峰
庵
を
営
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

g
 
e
 
d
 
c
 
b
 

二
、
雪
峰
庵
跡
と
そ
の
石
碑
群

石
巻
市
大
瓜
休
石
に
雪
峰
庵
跡
と
伝
え
る
古

蹟
が
あ
る
。
中
央
に
塚
を
築
い
て
石
碑
を
立
て
、

そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
多
数
の
石
碑
群
が
造

立
さ
れ
て
い
る
。
お
お
よ
そ
六

0
基
ば
か
り
の

石
碑
群
の
中
に
は
板
碑
や
近
世
の
墓
碑
等
も
見

受
け
ら
れ
る
が
、
大
部
分
の
石
碑
は
従
来
は
見

当
た
ら
な
か
っ
た
石
碑
群
で
あ
る
。
拓
本
を

採
っ
て
解
読
を
す
す
め
た
結
果
、
そ
れ
は
「
過

去
七
佛
」
と
「
五
十
佛
」
を
刻
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
い
わ
ゆ
る
五
十
七
佛
を

刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
ま
で
、
五
十
七
佛
を

造
立
し
た
と
い
う
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

お
そ
ら
く
、
雪
峰
庵
跡
に
造
立
さ
れ
て
い
る
五

十
七
佛
の
石
碑
群
が
初
め
て
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
（
図
版
参
照
）
。

三
、
石
巻
市
内
の
雪
峰
関
係
の
資
料

石
巻
市
内
の
雪
峰
関
係
資
料
に
は
、
次
の
も

の
が
確
認
さ
れ
た
。

a

雪
峰
の
石
碑
（
永
巌
寺
）

妥
不
動
明
王
」
の
遍
額
（
永
巌
寺
）

富
士
の
絵
（
永
巌
寺
）

掛
軸
二
本
（
亀
井
久
兵
衛
氏
）

「
紫
雲
山
」
の
遍
額
（
涌
谷
光
明
寺
）

四
、
こ
れ
か
ら
調
査
を
必
要
と
す
る
事
項

a

雪
峰
庵
跡
の
測
屈

雪
峰
庵
跡
の
石
碑
採
拓
（
残
分
）

雪
峰
大
覚
と
百
旬
悟
融
と
の
関
係

＼
岩
手
県
正
法
寺
と
の
関
係
＼

過
去
七
佛
と
五
十
佛

大
本
山
総
持
寺
の
雪
峰
関
係
の
資
料

黙
山
元
脚
の
そ
の
後

下
総
総
寧
寺
の
こ
と

e
 
d
 
c
 
b
 

▶
雪
峰
庵
跡
石
碑
群

◀
雪
峰
庵
跡
石
碑
群
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石巻市文化財だより (4) 

20 

IO 

高さ ：58. 5cm 幅： 13.5cm 
厚さ： 11cm 

No.12 

高さ ：145cm 幅： 18cm 
厚さ： 9 cm 

No. 9 

cm 
20-

10→ 

。J

高さ ：45cm 幅： 8 cm 
厚さ： 7. 5cm 

g

"

．
 高さ： 107cm 幅： 18cm 
厚さ ：6 cm 

No. 8 

”
 

No. 7 

高さ： 71cm 幅： 12cm 
厚さ： 4 cm 

No.10 

20 

“
じ
9

’i
j
/
f
`
 

9・ 

心
5
”J

高さ ：70cm 幅： 6 cm 
厚さ ：9 cm 
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No.15 

”
 

高さ： Blem 幅 ：20cm 

厚さ ：3. 5cm 

No.18 

an 
20-

10→ 

0 _J 

高さ： 47cm 幅： 9 cm 

厚さ： 5. 5cm 

”
 

cm 
20 -

＿＿

＿一

゜
ー

No.14 

高さ： 85cm 幅： 23cm 

厚さ： 2. 5cm 

高さ ：47cm 幅： I 1. 5cm 

厚さ： 7 cm 

No.13 

R

"

，
 
高さ： 91cm 幅： 16cm 

厚さ： 3 cm 

No.17 No.16 

高さ ：89cm 幅： 27cm 

厚さ： 6 cm 
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No.21 No.20 

cm 
20 -

．
＂
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-_-
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I

l

I
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1

0

0

 

高さ： 100cm 幅 ：13.5cm 
厚さ ：4 cm 

No.24 

高さ ：40cm 幅 ：11. 5cm 
厚さ ：3. 5cm 

10 

No.19 

20 cm 

高さ： 53cm 幅： 12cm 
厚さ： 8. 5cm 

No.23 No.22 

cm 
20 -

cm 
10-

20 "" 

10 -

I 10→ 

I 

1 

〇ー ,J 

高さ： 44cm 幅： 13cm 高さ ：52cm 幅： 12cm 高さ ：66cm 幅： 10cm 
厚さ ：S. 5cm 厚さ ：7. 5cm 厚さ：7 cm 



(7) 石 巻市文化財だより

No.26 

10 

IO 

高さ： 96cm 幅： 7 cm 

厚さ： 10cm 

”
 

高さ ：70cm 幅： 20cm 

厚さ ：3 cm 

No.29 

高さ： 55cm 幅： 16cm 

厚さ： 4 cm 

”
 

No.28 

高さ ：86cm 幅： 16cm 

厚さ ：4. 5cm 

20 

IO 

10 

No.25-1 

嵩さ ：55cm 幅： 16cm 

厚さ ：4 cm 

20 cm 

No.27 

高さ ：47cm 幅： 5. 5cm 

厚さ： 3. 5cm 



石巻市文化財だより (8) 

No.32 

20 

”
 

IO 

高さ： 66cm 幅： 10cm 
厚さ： 8 cm 

Na.35 

20 cm 

――_＿_-― 
__ 

10 

高さ ：102cm 幅： 11cm 

厚さ ：8 cm 

No.31 

cm 
20-

高さ： 52cm 幅： 11. 5cm 

厚さ ：8 cm 

高さ： 51cm 幅 ：14cm 
厚さ ：4 cm 

10-

。J

高さ： 47cm 幅： 13cm 

厚さ： 6 cm 

No.34 No.33 

"
 

高さ ：64. 5cm 幅 ：13. 5cm 

厚さ： 6 cm 
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No.38 

20 

.

＂

,

 

No.37 No.36 

高さ： 95cm 幅： 16cm 

厚さ： 2. 5cm 

cm「

゜
2
 

IO→ 

ー

。J

高さ： 47cm 幅： 14cm 

厚さ： 3. 5cm 

No.41 

高さ： 67cm 幅： 10cm 

厚さ： 7 cm 

”
 

No.40 

高さ： 82cm 幅： 11. 5cm 

厚さ： 6-5cm 

高さ ：88cm 幅： 8. 5cm 

厚さ： 7. 5cm 

No.39 

20 

10 

高さ： 61cm 幅： I I. 5cm 

厚さ： 8. 5cm 



石巻市文化財だより (10) 

No.44 No.43 

cm

「-,＇̀
．,＇-

0
 

0
 

O
 

2

1

 

高さ： 48cm 幅 ：8 cm 

厚さ： 5. 5cm 

No.47 

．
 高さ： 130cm 幅： 37cm 

厚さ： 16cm 

20 

10 

高さ： 57cm 幅： 14cm 

厚さ： 7 cm 

高さ： 38cm 幅： 11cm 

厚さ： 4 cm 

No.42 

20 

10 

高さ： 53cm 幅： 7 cm 

厚さ： 4. 5cm 

高さ： 42cm 幅： 16cm 

厘さ： 4. 5cm 



(1り 石巻市文化財だより

10 

No.53 

-f
 

．．
 
ふ

――
 

.... ＿
 .... 

-’'`
'’ 

．
．

．
 高さ： 134cm 幅： 46cm 

厚さ： 12cm 

10→ 

。J

高さ ：56cm 幅： 27. 5cm 

厚さ： 3. 5cm 

10 

No.48 

m
 
c
 
5
 
3
 

▼ヽ
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i
 
，
 

5

B

:
 

t

0
 

ヽ

hm
m
 

9
7
9
 

可

c
c

.

.

.

.
 

g

"
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さ

さ
高

厚

゜
高さ： 49cm 幅： 11cm 

厚さ ：3 cm 



石巻市文化財だより

高さ： 75cm 幅： 33cm 

厚さ： 7 cm 

cmr ゚
2 

10 

胃悶胄

高さ ：60cm 幅 ：8. 5cm 

厚さ： 6 cm 

No.55 No.54 

高さ ：100cm 幅 ：17cm 

厚さ ：7 cm 

高さ ：63cm 幅 ：21. 5cm 

厚さ ：4 cm 

(12) 



(13) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

II

調
介
の
概
要

ー

は

じ

め

に

田
道
町
遺
跡
は
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代

（四
世
紀
か
ら
十
世
紀
）
に
か
け
て
の
集
洛
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
遺
跡
で
、
平
成
三

年
に
行
わ
れ
た
A
地
点
及
び
C
地
点
の
発
掘
調

査
で
も
そ
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

A
地
点
で
は
、
古
墳
時
代
や
奈
良
•

平
安
時

代
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

C

【調
査
参
加
者
】

相

沢

敏

郎

飯

藤

明

子

長
谷
川

信

雄

不

流

和

夫

【調
査
主
体
】

石
巻
市
教
育
委
員
会

【調
査
担
当
者
】

石
巻
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
文
化
係
主
任
主
事

岡

道

夫

I

調
社
実
施
要
綱

【遺
跡
所
在
地
】

石
巻
市
田
道
町
二
丁
目
地
内

【調
査
対
象
面
積
】

―二

O
2m

【調
査
期
間】

平
成
七
年
一

0
月
二
三
日

¥
,
―
二
月
一
五
日

地
点
の
発
掘
調
査
で
は
、
大
き
さ
が

一
0
m
の

大
型
住
居
跡
を
は
じ
め
、
「
真
野
公
L

と
記
さ

れ
た
出
挙
（
す
い
こ
）
を
示
す
木
簡
、
銅
製
の

帯
金
具
等
が
出
土
し
、
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ

こ°t
 こ
の
成
果
か
ら
、
田
道
町
遺
跡
は
古
墳
時
代
、

奈
良
•

平
安
時
代
の
集
落
で
あ
り
、
特
に
C

地

点
は
一
般
集
落
と
は
異
な
り
、
八
世
紀
か
ら
十

世
紀
頃
に
か
け
て
の
公
的
な
施
設
が
あ

っ
た
と

こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、

C
地
点
に
隣
接
し
た

約

―
二

0
面
を
対
象
に
し
、
平
成
七
年
―

0
月

二
三
日
か
ら
実
施
し
た
。

二

田

道

町
遺
跡
の
位
置
と
環
境

田
道
町
遺
跡
は
、
石
巻
市
の
中
心
部
に
あ
る

日
和
山
の
北
西
部

、

田
道
町
一
丁
目
•

二
丁
目

に
か
け
て
広
が
る
遺
跡
で
、
こ
の
う
ち
今
回
発

掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
は
、

J
R
仙
石
線
陸

前
山
下
駅
の
東
、
約
四

0
0
m
の
と
こ
ろ
で
あ

る。
こ
の
周
辺
の
標
高
は
一
•
四
~
一
・
六
m
と

市
内
の
平
野
部
よ
り
も
わ
ず
か
に
高
く
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
平
野
部
の
な
か
の
わ
ず

か
に
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
（
微
高
地
）
か
ら
は
、

矢
本
町
の
「
赤
井
遺
跡
」
な
ど
遺
跡
が
多
く
発

見
さ
れ
る
。

ー

D

地

点

S

平
成
七
年
度

EEi
道
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

こ
れ
は
、
高
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
水
は
け
が

良
く
、
生
活
す
る
の
に
条
件
が
良
か
っ
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

＝
＿
田
道
町
遺
跡
周
辺
の
遺
跡

田
道
町
遺
跡
の
二
0
0
m
程
東
に
は
、
清
水

尻
遺
跡
が
あ
る
。
こ
の
清
水
尻
遺
跡
か
ら
は

「上」
、7
毛
？
」
な
ど
と
墨
で
書
か
れ
た
土
器
（
墨

書
土
器
）
が
出
土
し
て
お
り
、
清
水
尻
遺
跡
と

田
道
町
遺
跡
と
の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
る
。

四
今
回
の
発
掘
成
果

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
と

考
え
ら
れ
る
柱
穴
や
溝
跡
が
発
見
さ
れ
た
。

【溝

跡

】

今
回
の
調
査
で

5
条
の
溝
跡
を
検
出
し
た
。

こ
れ
ら
は
、

C
地
点
で
検
出
し
た

1
、
2
、
3
、

4
、
8
号
の
各
溝
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
堆
積
土
中
か
ら
、
土
師
器
、
須
恵
器

の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奈
良

・

平
安
時
代
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に

8
号
溝
は
、
東
側
に
南
北
に
列
を
な
す

直
径
二

oem程
度
の
柱
穴
を
伴
っ
て
お
り
、

C

地
点
の
大
型
住
居
や
掘
立
柱
建
物
群
と
同
じ
方

向
性
を
持

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
建
物

群
を
区
画
す
る
何
ら
か
の
施
設
が
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

可
能
性
と
し
て
塀
跡
が
考
え
ら
れ

る
が
、

現
段
階
で
は
そ
の
明
確
な
痕
跡
が
確
認

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
溝
跡
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
側
の
柱
列
は
、

8
号
溝
と
一
緒
に

あ
っ
た
も
の
な
の
か
、
時
期
差
が
あ
っ
た
の
か

は
不
明
で
あ
る
。

【掘
立
柱
建
物
跡
】

明
確
に
柱
痕
跡
を
伴
う
柱
穴
を
検
出
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
掘
立
柱
建
物
跡
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、

C
地
点
で
検
出
し
た
柱
穴
と
は

組
み
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
の
調
査
範
囲

の
外
に
広
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
柱
穴
の
掘
り
方
も
浅
い
も
の
が
多
く
、

柱
の
周
り
を
石
で
根
固
め
し
て
い
る
も
の
が
あ

る
な
ど
、
C
地
点
（
特
に

8
号
溝
以
西
）
の
柱

穴
の
掘
り
方
と
は
違
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

【そ

の

他

】

今
回
の
調
査
範
囲
の
中
央
部
か
ら
、
多
鐵
の

河
原
石
が
検
出
さ
れ
た
。
当
初
、
石
敷
遺
構
と

考
え
て
い
た
が
、
確
認
の
結
果
、
地
山
と
認
定

し
た
層
の
下
か
ら
検
出
さ
れ
て
お
り
、
河
川
の

氾
濫
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
礫
層
と
認
定
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
田
道
町
遺
跡
が
形
成

さ
れ
る
以
前
に
、
か
な
り
大
規
模
な
河
川
の
氾

濫
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

五

ま

と

め

①
8
号
溝
は
、
大
型
住
居
や
掘
立
柱
建
物
跡
な

ど
の
中
心
的
建
物
群
を
区
画
す
る
何
ら
か
の

施
設
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
溝
を
境
に
し
て
柱
の
掘
り
方

に
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
性

格
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

②
昭
和
五
一
年
の
調
査
で
は
、
古
墳
時
代
と
奈

良
•

平
安
時
代
の
層
の
間
に
礫
層
が
確
認
さ

れ
て
い
た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
地
山
層

の
下
に
礫
層
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
田
道
町
遺
跡
周
辺
の
微

高
地
が
、
何
度
か
の
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。



石巻市文化財だより (1-0 

◀
西
区
完
掘
状
況



(15) 石巻市文化財だより

▲発掘調査前の状況（西から） ▲ 発掘調査前の状況（東から）

▲ 2号溝跡完掘状況（東区） ▲ 2号溝跡検出状況（東区）

▲ 4号溝跡完掘状況（東区） ▲ 2号溝跡セクション（東区）

▲ 2号ピットの根固め石（東区） ▲ 1号ピットの根固め石（東区）



石巻市文化財だより (16) 

▲ 西区・ピット群の完掘状況

▲礫の堆積状況（西区） ▲ 21号ピット完掘状況（西区）

▲ C地点出土銅製帯金具（参考） ▲ C地点出土木簡赤外線写真（参考）

▲ C地点出土土師器杯（参考） ▲ C地点出土鉄製紡錘車（参考）
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(2D 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

講

師

参
加
者

期

日
平
成
七
年
度
の
文
化
財
め
ぐ
り
は
、
三
回
実

施
し
ま
し
た
。
県
外
の
文
化
財
め
ぐ
り
に
つ
い

て
は
、
例
年
応
募
者
が
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

参
加
者
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
か
た
が
た
に
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
同
一
方
面
で
二
回
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。第
一
回
と
第
二
回
は
福
島
県
相
馬
市
方
面
、

第
三
回
は
東
和
町
方
面
の
文
化
財
を
見
学
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
心
に
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

第
一
回
•
第
二
回
文
化
財
め
ぐ
り

相
馬
市
•
松
川
浦
を
訪
ね
て

福
島
県
相
馬
市
・
新
地
町
‘

宮
城
県
山
元
町
の
文
化
財
I

第
一
回
十
月
二
十
九
日
（
日
）

第
二
回
十
一
月
三
日
（
金
）

石
垣
宏
石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

第
一
回
四
十
三
名

第
二
回
四
十
一
名

午
前
八
時
、
市
役
所
前
を
出
発
し
、
仙
台
東

部
道
路
を
通
っ
て
、
一
路
南
下
し
ま
し
た
。
山

元
町
の
、
浜
を
見
下
ろ
す
高
台
に
は
、
唐
船
番

所
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
外
国
船
の
航
行

を
監
視
し
て
代
官
所
に
通
報
す
る
た
め
の
施
設

で、

仙
台
藩
の
海
岸
線
に
全
部
で
五
カ
所
（
山

元
町

・
鳴
瀬
町

・
牡
鹿
町

・
歌
津
町

・
岩
手
県

広
田
町
）
に
設
置
さ
れ
た
も
の
の
一
っ
で
す
。

山
元
町
か
ら
は
海
沿
い
の
道
を
と
お

っ
て
、

福
島
県
相
馬
市
の
景
勝
地
「
松
川
浦
し
に
入
り

ま
す
。
真
新
し
い
松
川
浦
大
橋
を
渡
る
と
、
右

に
潟
湖
、
左
に
太
平
洋
が
一
望
に
見
渡
せ
、
か

つ
て
の
歌
枕
の
景
観
に
、
参
加
者
は
皆
、
目
を

奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
昼
食
会
場
の
近
く
に
は
、

林
不
忘
に
ち
な
ん
だ

「
丹
下
左
膳
」
の
巨
大
な

記
念
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
相
馬
市
の
中
心
部
に
あ
る
中

村
城
跡
を
散
策
し
、
相
馬
市
文
化
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
ま
し
た
。
中
村
城
は
、
別
名
馬
陵
城
と

も
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
相
馬
氏
十
三

代
の
居
城
と
し
て
、
中
村
藩
六
万
石
の
藩
政
の

中
心
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
中
村
城
の
中
に
は
、

藩
祖
相
馬
師
常
を
祀
っ
た
相
馬
神
社
や
、
市
民

に
「
妙
見
さ
ま
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
柑

馬
中
村
神
社
が
あ
り
、
参
詣
す
る
人
が
絶
え
ま

せ
ん
。
相
馬
市
文
化
セ
ン
タ
ー
博
物
館
で
は
、

ち
ょ
う
ど
修
験
道
展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
現

在
で
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
機
会
が
な
い
修
験

関
係
の
資
料
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

相
馬
市
か
ら
の
帰
路
で
は
、

旧
浜
街
道
の
松

並
木
を
車
中
か
ら
眺
め
、
途
中
「
百
尺
観
音
」

で
休
憩
し
ま
し
た
が
、
そ
の
巨
大
さ
に
圧
倒
さ

れ
そ
う
で
し
た
。

文
化
財
め
ぐ
り
の
最
後
に
見
学
し
た
の
は
、

山
元
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
す
。
ま
だ
新
し
い

資
料
館
に
は
、
藩
政
期
の
資
料
を
は
じ
め
と
す

る
歴
史

・
民
俗
関
係
資
料
や
、
植
物
等
の
自
然

に
関
す
る
展
ホ
が
あ
り
、
参
加
者
は
係
員
の
説

明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
七
年
度
文
化
財
め
く
り

~
第
二
回

文
化
財
め
ぐ
り

/---

◀
第
一
回
文
化
財
め
ぐ
り

]
1
 期

日

十

一
月
十
二
日
（
日
）

講
師
石
垣
宏
石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

参
加
者

―
―
十
四
名

文
化
財
め
ぐ
り
で
、
宮
城
県
内
の
各
地
を
か

な
り
回
り
ま
し
た
が
、
テ
ー
マ
と
し
て
な
か
な

か
難
し
か
っ
た
の
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
（
隠
れ
キ

リ
シ
タ
ン
）
に
関
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
土
地

の
人
々
の
心
の
中
に
は
、
現
在
で
も
密
か
に
生

き
続
け
て
い
る
信
仰
だ
か
ら
な
の
で
す
。
近
づ

き
が
た
い
の
で
す
が
、
興
味
は
つ
き
な
い
テ
ー

マ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
の
文
化
財

め
ぐ
り
で
は
、
こ
の
固
い
テ
ー
マ
に
敢
え
て
取

り
組
ん
で
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

石
巻
市
役
所
前
を
午
前
八
時
三
十
分
に
出
発

し
た
バ
ス
は
、
国
道
四
五
号
か
ら
三
四
二
号
を

経
て
、
約
五

0
分
ほ
ど
で
東
和
町
に
入
り
ま
し

た
。
同
町
米
川
に
あ
る
不
老
仙
館
は
、
嘉
永
五

年
（
一
八
五
二
）
に
仙
台
藩
主
伊
達
慶
邦
の
領

内
北
部
巡
視
の
際
の
宿
泊
所
と
し
て
狼
河
原
に

建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
三
十
九
年
に
米
谷

に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
東
和
町
指
定

文
化
財
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ
、
内
部
に
は

著
名
な
人
々
の
書
画
を
は
じ
め
と
し
た
数
多
く

の
文
化
財
が
展
示

・
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

米
谷
か
ら
北
上
し
て
米
川
に
入
り
ま
す
が
、

こ
こ
か
ら
本
吉
町
馬
籠
•

岩
手
県
藤
沢
町
に
か

け
て
は
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
」
と
称
さ
れ

て
い
る
地
域
で
す
。
こ
の
地
域
に
キ
リ
ス
ト
教

が
伝
わ
っ
た
端
著
は
、
永
禄
年
間
(
-
五
五
八

I
七

O
)
に
、
葛
西
氏
の
家
臣
千
葉
土
佐
が
、

ー

束
和
町
•
本
吉
町
・

歌
津
町
の
文
化
財

ー

第
一
＿
一
回
文
化
財
め
ぐ
り

東
和
町
・
本
吉
郡
を
訪
ね
て
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▶
第
三
回
文
化
財
め
ぐ
り

製
鉄
技
術
者
で
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
千
松
大
八

郎

・
小
八
郎
兄
弟
を
招
い
た
こ
と
に
よ
る
、
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
キ
リ
ス

ト
教
は
幕
府
の
禁
令
に
よ
り
弾
圧
さ
れ
、
多
く

の
人
々
が
迫
害
を
受
け
ま
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン

と
し
て
処
刑
さ
れ
た
後
藤
寿
庵
の
碑
も
、
米
川

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東
和
町
と
藤
沢
町
の
境

界
周
辺
に
は
刑
場
跡
が
点
在
し
、
藤
沢
町
大
籠

の
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
公
園
に
は
、
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
の
大
籠
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
が
あ
っ

て
、
見
学
場
所
は
豊
富
で
す
。

帰
路
に
は
、

霊
峰
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た

歌
津
町
の
田
束
山
に
登
り
、
平
安
時
代
末
期
頃

の
造
営
と
推
定
さ
れ
る
経
塚
群
を
め
ぐ
り
、
泊

浜
の
唐
船
番
所
か
ら
太
平
洋
を
眺
め
る
な
ど
し

て
、
有
意
義
な

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
一

月
二
十
六
日、

法
隆
寺

の
金
堂
が
火
災
に
罹
り
、
貴
重
な
壁
画
が
焼

損
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け

と
し
て
、
昭
和
三
十
年
に
は
毎
年

一
月
二
十

六
日
が
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

文
化
庁
、
消
防
庁
で
は
、
国
民
一
人
ひ
と

り
に
文
化
財
愛
護
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
＜

こ
と
を
主
眼
に
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
全

国
的
に
文
化
財
の
防
火
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。石
巻
市
で
も
、
「
文
化
財
防
火
デ
ー
L

の

趣
旨
を
尊
重
し
、
毎
年
市
指
定
文
化
財
と
そ

の
所
有
者
及
び
地
域
住
民
の
か
た
が
た
を
対

象
に
、
防
火
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平

成
七
年
度
は
、
市
指
定
文
化
財
「
木
造
薬
師

如
来
坐
像
」
を
所
有
し
て
い
る
、

真
野
字
萱

原
の
舎
那
山
長
谷
寺
で
訓
練
を
実
施
し
ま
し

こ°t
 同寺
の

「木
造
薬
師
如
来
坐
像
」
は
、
そ

の
底
部
に
あ
る
墨
書
か
ら
永
禄
十

一
年
（

一

五
六
八
）
に
、

京
都
の
「
四
条
東
洞
院
大
仏

師
法
眼
覚
教
」
が
制
作
し
た
も
の
と
い
う
こ

と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
像
高
三

0
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
余
り
の
寄
木
造
り
の
御
像
で
す
。

石
巻
市
内
で
は
、
近
世
以
前
の
仏
像
で
造
像

年
や
仏
師
の
名
前
が
わ
か
る
も
の
は
貴
重
で

あ
り
、
中
世
末
期
の
石
巻
地
方
と
京
都
と
の

関
係
や
、
背
後
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
武
士
団

の
影
評
等
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な

▶
放
水
訓
練

意
味
を
持
つ
作
例
と
言
え
ま
す
。

平
成
八
年
一
月
二
六
日
は
、
前
日
か
ら
の
寒

気
団
が
居
す
わ
っ
た
ま
ま
の
寒
い

一
日
と
な
り

ま
し
た
。
午
前
十
時
、
乾
燥

・
強
風
の
両
注
意

報
発
令
中
、
長
谷
寺
境
内
の
観
音
堂
か
ら
出
火

し
、
折
か
ら
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
、
指
定
文

化
財
で
あ
る
「
木
造
薬
師
如
来
坐
像
」
に
延
焼

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
い
う
想
定
で
訓
練
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
火
災
の
発
見
か
ら一

―
九

番
通
報
、
仮
想
文
化
財
に
よ
る
搬
出
訓
練
、
消

火
訓
練
と
、
通
常
の
火
災
と
全
く
変
わ
ら
な
い

真
剣
な
訓
練
が
続
き
ま
し
た
。
長
谷
寺
は
、
山

第

42
回

文

化

財

防

火

デ

の
斜
面
に
あ
る
寺
院
な
の
で
、
凍
り
つ
い
た

石
段
で
滑
ら
な
い
よ
う
に
、
慎
重
な
行
動
が

必
要
で
し
た
。

訓
練
の
後
半
に
は
雪
が
降
り

始
め
ま
し
た
が
、
午
前
十
時
四
十
分
に
無
事

訓
練
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

長
谷
寺
と
そ
の
檀
家
の
皆
さ
ん
は
勿
論
で

す
が
、
地
域
住
民
の
か
た
が
た
、
石
巻
消
防

署
、
同
中
央
分
署
、
同
湊
出
張
所
、
石
巻
市

消
防
団
等
、
多
く
の
か
た
が
た
に
ご
参
加

・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
紙
上
に
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す。

◀
消
火
訓
練
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石巻市内所在指定文化財一覧 （平成 8年 3月現在）

く国指定文化財 ＞

名 称 員数 指定年月日 所 在 地 所 有者 時 代

重要文化財 岩版 1 昭 36.2. 1 石巻市住吉町一丁目 8-29 毛利 伸 縄 文

史跡 沼津貝塚 1 H召47.10. 21 石巻市沼津字出外 縄文～弥生

く県指定文化財＞

名 称 員数 指定年月日 所 在 地 所 有 者 時 代

牡 鹿法印 神楽 1 昭 46.3. 2 石巻市湊字牧山1-1 
（代 表）
桜谷守雄

仁斗田貝塚 1 B召50.4. 30 石巻市大字田代浜字仁斗田 縄 文

鳥屋神社奉納絵馬
1 8召63.ll. 29 石巻市羽黒町一丁目 7-1 鳥屋 神社 近 世

『奥州石ノ巻図』

く市指定文化財＞

名 称 員数 指定年月日 所 在 地 所 有 者 時 代

多福院板碑群 88 昭 50.6. 1 石巻市吉野町一丁目 1-9 多 福 院 中 世

（第 1次）

平塚ツナ家文書 739 
昭 51.6. 1 

石巻市南浜町一丁目 7-30 石 巻 市 近 世
（第 2次）
昭 53.4. 1 

旧石巻ハリストス
1 H召55.12. 20 石巻市中瀬3-18 石 巻 市 近 代

正教会教会堂

潮 音 1 H召55.12. 20 石巻市南浜町一丁目 7-30 石 巻 市 現 代

イ チ ヨ ウ
2 H召55.12. 20 石巻市高木字寺前48 吉 祥 寺

（吉祥寺）

イ チ ヨ ウ
1 B召55.12. 20 石巻市水沼字天似113 龍 泉 院

（龍泉院）

葛 西 椀 3 B召56.5. 18 石巻市大瓜字棚橋168 龍 洞 院 中 世

黒 潮 閑 日 1 B召56.5. 18 石巻市南浜町一丁目 7-30 石 巻 市 現 代

石巻市渡波
1 B召56.12. 19 石巻市渡波字西ケ崎11

（代 表）

獅子風流 津田富志義

漁 夫 像 1 B召57.12. 15 石巻市南浜町一丁目 7-30 石 巻 市 現 代

宝 筐 印 塔 1 B召61.12. 1 石巻市湊字牧山5番地 零羊崎神 社 近 世

相 輪 橙 1 B召61.12. 1 石巻市湊字牧山5番地 零羊崎神社 近 世

零羊崎神社奉納
1 B召61.12. 1 石巻市湊字牧山5番地 零羊 崎神社 近 世

絵馬（白馬の固）

零羊崎神社奉納
1 H召61.12. 1 石巻市湊字牧山5番地 零羊 崎神社 近 世

絵馬（黒馬の固）

長禅寺 「扁額」 1 B召61.12. 1 石巻市湊字牧山 5番地 零羊 崎神社 近 世

銅造 菩 薩立像 1 平元 7.31 石巻市渡波字仁田山 2 洞 源 院 古 代

銅造薬師如来立像 1 平元 7.31 石巻市高木字竹下75 日野孝栄 中 世

銅造阿弥陀如来立像 1 平元 7.31 石巻市高木字竹下75 日野孝栄 中 世

銅造観音菩薩立像 1 平元 7.31 石巻市高木字竹下75 日野孝栄 中 世

木造観音菩薩坐像 1 平元 7.31 石巻市羽黒町一丁目 1-27 永 巌 寺 古代 ・中世

木造薬師如来坐像 1 平元 731 石巻市真野字萱原2 長 谷 寺 中 世

渡波塩田つぽ打ち唄 1 平 4. 6 1 石巻市流留字赤坂前 7-1 阿部亀雄



石巻市教育委員会文化財関係刊行物

石巻市文化財調査報告書第 1集

石巻市文化財調査報告書第2集

石巻市文化財調査報告書第3集

石巻市文化財調査報告書第4集

石巻市文化財調査報告書第5集

石巻市文化財調査報告書第6集

石巻市文化財調査報告書第7集

水沼窯跡発掘調査報告

石巻城跡 一奥朴I葛西氏館跡の調査一

五松山洞窟遺跡 一 発掘調査報告一

田道町遺跡 ー A地点発掘調査概報一

田道町遺跡 ー B・C地点発掘調査概報一

箕輪山 一石巻市大瓜箕輪山貝塚における埋蔵文化財調査報告一

田道町遺跡

石巻市文化財だより第1号～第24号

石巻市文化財だより別集 ・鋳銭場関係資料 『金局公用誌』一

石巻市文化財だより別集 ・鋳銭場関係資料 『金局公用誌』二の上

石巻市文化財だより別集 ・鋳銭場関係資料『金局公用誌』二の下

石巻市文化財だより別集 ・鋳銭場関係資料『金局公用誌』三

石巻市文化財だより別集 ・鋳銭場関係資料『金局公用誌』四

石巻市文化財だより別集 ・鋳銭場関係資料 『金局公用誌』五

文化財たんぼう

文化財たんぽう

文化財たんぽう

文化財たんぽう

1

2

3

4

 

文化財マップ ー遺跡編一

石巻市文化財だより（第25号）
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